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f-率 11(▽･n)2号 k22(n･(▽×n" 2号 lく33(nX(▽×n))2 (2-2)
で表され､kll,k22,k33はそれぞれフランクの弾性定数で､スプレイ,ツイスト,ベンドについ
ての弾性定数である｡ここで､ (2-1)式を (2-2)式に代人して計算すると､








f-若 く(豊 )2+a2(霊 )2) く2-5)
¢(x,Z)は全自由エネルギーが最小になる状態であるから､6[Jfdv]=0より､次のラプラス
方程式 (2-6)を解くことにより¢くx,Z)が求められる｡
































































'40 503 62 L71 8-9
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t=2sec 2 2 2
●50
4 4 4 4 4
8 8 8 8 8
匡ヨ匿旧表口16161616
回且E』′










































距離 :x=n･AX, AXは 1画素に対応する長さ､rlは画素の番号を示す｡
1 207255-k



























である｡(a)から(e)のJIGに8=90 0 ,80 0
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time +
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ImV=O at -co<u<0 ,Ⅴ=0 ,
ImV-号 at o<u<1 ･V-0 ･







(㌫ ･ ㌫ )や(u･V)-0
これは,容易に鰐けて､
V-蕊 -o名卜 を ogH -1)･昔 E･








α2nhX , Z'- 莞
-hくZく0の場合もに計算できる｡
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